
� はじめに

香川県に於けるウイルス感染症の動向は，感染症の予

防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症

法）に基づき策定した香川県感染症発生動向調査事業及

び，重篤度が高く感染症発生動向調査では動向を正確に

把握するのが困難な感染症を対象とした感染症流行予測

調査により，ウイルス感染症の動向を調査し，血清抗体

価の推移，抗原分析等の疫学解析により流行予測等の情

報を提供してきた。

本報では，２００３年のウイルス検索成績より県下のウイ

ルス感染症の動向を疫学解析したのでその概要を報告す

る。

� 材料及び方法

ウイルス分離材料は，香川県感染症発生動向調査事業

及び，香川県感染症流行予測調査より各医療機関から送

付を受けた２０９９検体を材料とした。

ウイルス分離は，培養細胞（RD―１８S，FL，MDCK，

Vero，B９５a等）及び哺乳マウスを用いた。RotavirusA，

Adenovirus―４０/４１は，ELISA法による抗原検出，No-

rovirusは，RT―PCR法等によるウイルス RNAの検出

を実施した。分離ウイルスの同定は，国立感染症研究所，

自家製マウス免疫腹水，市販抗血清等を用い既報１）のと

おり実施した。


 結 果

１ 疾患別送付状況

検体は，２０９９件送付され，２００２年２２１５件２）に対

し，９５．０％と減少して月平均１７４．９件であった。疾

患別状況は，表１が示す様に呼吸器系疾患が１１９８件

５７．１％と過半数を占め，次いで無菌性髄膜炎２２８件

１０．９％，感染性胃腸炎１９９件９．５％，眼疾患６８件

３．２％，手足口病３８件１．８％の順に多く送付された。

月別送付状況は，インフルエンザ疾患１月から４

月，無菌性髄膜炎７月，手足口病６．７月と流行する

ウイルスの季節特異性により検体数は増加傾向を示

した。
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２ 検査材料別送付状況

検査材料別の送付状況は，表２が示す様に咽頭拭

い 液１４３５件６８．４％，髄 液３２５件１５．５％，糞 便２６１件

１２．４％，結膜拭い液５２件２．５％，尿１５件０．７％，水泡

１件０．１％，その他１０件０．５％であり，咽頭拭い液が

大部分を占め，インフルエンザ疾患，無菌性髄膜炎

の流行期に送付検体数は増加傾向を示した。また，

髄液は，無菌性髄膜炎の流行期７月に集中した。

３ 分離状況

ウイルス検索材料２０９９件より６５４株のウイルスが

分離され，年間分離率は３１．２％であった。

月別分離状況は，Influenzavirus Bが２．３月（２４７

株中２２３株９０．３％），Influenzavirus A（H３） １月

（１５７株 中１０８株６８．８％），Echovirus（E）９ ６．７月

（４９株 中４０株８１．６％），Enterovirus（Entero）７１

６月（２４株 中１２株５０．０％），Coxsackievirus A

（CoxA）４ ７月（１４株中９株６４．３％）を流行の

ピークとした。

月別分離状況は，例年同様２）に Influenzavirusの

流行期１月（２４０件中１３０株５４．２％），２月（２９９件中

月
疾患名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 合計

疾患名インフルエンザ疾患 １５２ ２２１ １２１ １８４ １ １ ３ ６８３

上部呼吸器系疾患 １２ １２ ２６ ３ １３ ２７ ５２ ４２ １４ １６ １３ ２５ ２５５

下部呼吸器系疾患 ２４ ７ １５ １８ ３１ １８ １０ １５ １１ １１ １４ ２２ １９６

上・下部呼吸器系疾患 ６ ２ ３ ５ １１ ４ ６ ２ ２ ７ ２ １４ ６４

乳 児 嘔 吐 下 痢 症 ２ １０ ８ １ １ １ ２ １ １０ ３６

流行性嘔吐下痢症 ５ １１ ３ ４ １ １ １ ２ ２８

そ の 他 の 胃 腸 炎 ３ ９ ７ １３ ７ １２ １６ １１ ８ ２２ ９ １８ １３５

無 菌 性 髄 膜 炎 ８ ８ ３ ４ １２ ２３ ７０ ２９ ２４ ２１ ９ １７ ２２８

手 足 口 病 ２ １２ １６ １ ５ ２ ３８

ヘ ル パ ン ギ ー ナ ２ ５ １３ ２ ２２

眼 疾 患 １ ４ １０ ４ ８ ７ １２ １１ ５ ２ ４ ６８

口 内 炎 １ １ ２ ２ １ １ １ ９

発 疹 性 疾 患 ３ １ ２ １ １ ２ １０

発 熱 １５ ３ ７ ５ ３ １１ ９ ５ ４ ４ ５ ４ ７５

その他・不詳の疾患 １１ １１ １４ １２ ２５ ３５ ２１ ３３ ２０ ２７ ２０ ２３ ２５２

合 計 ２４０ ２９９ ２１９ ２５５ １２０ １５６ ２３０ １５１ ９０ １１７ ７８ １４４ ２０９９

月
疾患名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 合計

咽 頭 ぬ ぐ い 液 １９３ ２４６ １７４ ２２２ ７５ ８３ １３７ ７６ ４４ ６６ ４４ ７５ １４３５

糞 便 １３ ２８ ２０ １６ １２ ３０ １９ ２３ １５ ２４ １６ ４５ ２６１

髄 液 ２９ ２０ １１ １３ ２５ ３５ ６７ ４４ ２４ ２２ １４ ２１ ３２５

尿 １ １ ２ １ １ ２ １ １ ２ ３ １５

結 膜 ぬ ぐ い 液 ２ ４ １０ ４ ７ ６ ５ ４ ５ ２ ３ ５２

水 疱 液 １ １

そ の 他 １ ２ １ ３ １ １ １ １０

合 計 ２４０ ２９９ ２１９ ２５５ １２０ １５６ ２３０ １５１ ９０ １１７ ７８ １４４ ２０９９

表１ 疾患別送付状況

表２ 検査材料別送付状況
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１８７株６２．５％），３月（２１９件中１１６株５３．０％）及び，

E６，Entero７１の流行のピークが一致した６月（１５６

件中４９株３１．４％）に高い分離率となったのに対し，

各ウイルスの流行の狭間となった１１月（７８件中４株

５．１％），４月（２５５件中１６株６．３％）が低率となった。

なお，主要ウイルスによる感染症の動向は次のと

おりである。

� Influenzavirusの動向

総数４０４株が分離され，表３が示す様に Influen-

zavirus B２４７株６１．１％，を主流として Influenzavi-

rus A（H３）１５７株３８．９％の２型が混在化した。

その動向は，Influenzavirus A（H３）は，１

月１０８株（６８．８％）を流行のピークとして１月か

ら３月まで分離され，Influenzavirus Bは，２月

１２０株４８．６％，３月１０３株４１．７％を流行のピークと

して１月から４月まで分離された。

� Adenovirusの動向

総数８０株が分離され，Adenovirus（A）３ ６８

株８５．０％が大部分を占め，A―４０/４１ １０株１２．５％，

A―２ ４株５．０％，A―１ ２株２．５％，A―４ １

株１．３％の順に多く分離された。

A―３は，４月より継続分離され，５月６８株中

１７株２５．０％，１２月１３株１９．２％，６，８月各 １々０株

１２．５％と多く分離されたが，大規模な動向は確認

されなかった。

A―３の感染症法に基づく動向の指標となる流

行性角結膜炎からの分離数は２１株であった。

小児科領域に於ける分離数は４７株あり，感染症

法に基づく動向の指標となる咽頭結膜熱は４７株中

５株１０．６％の分離に留まり，咽頭炎からの分離が

２７株５７．５％と過半数を占めた。また，Adeno感染

は下気道に及ぶことは稀とされる３）下気道炎及び

下気道炎を伴う疾患から１４株２９．８％と多く分離さ

れた。

A―２は，４株と２００２年に比べ激減した。

� Enterovirusの動向

手足口病起因ウイルスは，Entero７１が２４株分

月
疾患名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 合計

Influenza A（H３） １０８ ４８ １ １５７

Influenza B １８ １２０ １０３ ６ ２４７

Adeno―１ ２ ２

Adeno―２ １ ２ １ ４

Adeno―３ ３ １７ １０ ４ １０ ５ ４ ２ １３ ６８

Adeno―４ １ １

Adeno―４０/４１ １ ２ １ １ ５

Cox A―４ １ ３ ９ １ １４

Cox B―３ ３ ３

Cox B―４ ２ ２

Echo―９ ３ ６ １９ ２１ ４９

Echo―１３ １ １

Echo―３０ ９ ３ ７ ４ ２３

Mumps １ １

Entero―７１ ２ １２ ７ ３ ２４

HSV―１ １ １ ２ １ １ １ ７

Rota A ３ １８ １０ ３ １ ３ １ ７ ４６

合 計 １３０ １８７ １１６ １６ ３０ ４９ ５１ １５ １２ １７ ４ ２７ ６５４

表３ 分離状況
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離され，単独血清型の流行であった。その動向

は，５月から７月までに２１株分離され，６月２１株

中１２株５７．１％をピークとし，それ以降は１０月に３

株と散発分離に留まった。

	 Coxsackievirus Aの動向

ヘルパンギーナ起因ウイルスは，Cox A４が１４

株分離され，単独血清型の流行であった。その動

向は，７月９株５０．０％をピークとして５月から８

月まで分離された。

� Coxsackievirus Bの動向

CoxB３ ３株，CoxB４ ２株の２血清型が分

離され，２血清型は，共に散発発生に留まった。

しかし，１２月に分離された地域常在化傾向の強い

CoxB３は今後の流行を予測させた。

� Echovirusの動向

E９ ４９株，E１３ １株，E３０ ２３株 の３血 清

７３株が分離されたが大規模な動向は確認されなか

った。

E９は，４月 に 侵 淫 以 降 よ り，７月１９株

３８．８％，８月２１株４２．９％をピークとした流行を示

したが，Echovirusでは感染力の強い E３０の侵淫

と共に終息した。E９の疾患別分離状況は，無菌

性髄膜炎からの分離が４６株９３．９％と高率に占め，

不明熱２株４．１％，重篤疾患の髄膜脳炎より１株

２．０％が分離された。

E３０は，７月の侵淫以降より，１０月まで分離さ

れ，流行のピークは確認されず散発流行で終息し

た。疾患別分離状況は，全株が無菌性髄膜炎由来

であった。

前季流行株の E１３は，５月に１株が散発発生的

に無菌性髄膜炎より分離された。

� 下痢症ウイルスの動向

血清型
疾患名 １ ２ ３ ４ 合計

流 行 性 角 結 膜 炎 ２１ ２１

咽 頭 結 膜 熱 ５ ５

インフルエンザ疾患 １ １ ２

咽 頭 炎 ２７ ２７

扁 桃 炎 １ １

咽頭扁桃気管支 炎 １ １ １ ３

気 管 支 炎 １ ６ ７

肺 炎 ４ ４

咽 頭 気 管 支 炎 ２ ２

気 管 支 肺 炎 １ １

発 熱 １ １ ２

合 計 ２ ４ ６８ １ ７５

血清型
疾患名

Cox B Echo
合計

３ ４ ９ １３ ３０

無 菌 性 髄 膜 炎 １ ４６ １ ２３ ７１

髄 膜 脳 炎 １ １

呼 吸 器 系 疾 患 ２ ２

発 熱 ２ ２ ４

合 計 ３ ２ ４９ １ ２３ ７８

表４ Adenovirus 疾患別分離状況

表５ CoxsackoevirusB・Echovirus 疾患別分離状況
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下痢症起因ウイルスは，Rotavirus A ４６株，

A４０/４１ ５株が検出された。

２００２/２００３流 行 年 の Rotavirus Aの 動 向

は，２００２年の検出は確認されず２００３年１月から５

月までに３５株検出され，流行のピークは２月１８株

５１．４％であった。２００３/２００４流行年は，１０月より

１２月までに１１株検出された。

疾患別検出状況は，乳児嘔吐下痢症３２株６９．６％，

流行性嘔吐下痢症４株８．７％，その他の感染性胃

腸炎１０株２１．７％であった。

A―４０/４１は，５月，１０月から１２月に散発的に分

離され，疾患別検出状況は乳児嘔吐下痢症２株

４０．０％，その他の感染性胃腸炎３株６０．０％であっ

た。


 考 察

香川県感染症発生動向調査事業及び，感染症流行予測

調査より送付されたウイルス検索材料２０９９件より６５４株

のウイルスが分離され，年間分離率は３１．２％であった。

分離材料別状況は，検体数２０９９件中咽頭拭い液１４３５件

６８．４％，髄液３２５件１５．５％，糞便２６１件１２．４％，結膜拭い

液５２件２．５％，尿１５件０．７％，水疱１件０．１％，その他１０

件０．５％であった。１月から３月の咽頭拭い液はインフ

ルエンザ疾患，７月の咽頭拭い液・髄液は無菌性髄膜炎

由来検体が大部分を占める例年同様３）の送付状況となっ

た。

月別分離状況は，１月２４０件中１３０株５４．２％，２月２９９

件中１８７株６２．５％，３月２１９件中１１６株５３．０％，４月２５５件

中１６株６．３％，５月１２０件中３０株２５．０％，６月１５６件中４９

株３１．４％，７月２３０件 中５１株２２．２％，８月１５１件 中１５株

９．９％，９月９０件 中１２株１３．３％，１０月１１７件 中１７株

１４．５％，１１月７８件中４株５．１％，１２月１４４件中２７株１８．８％

であった。１月から３月の高い分離率は，冬季流行の In-

fluenzavirus A（H３），B及び，Rotavirus Aの動向が

一致する例年同様の傾向を示した。しかし，夏季流行の

ウイルス名

疾患名・由来

Influenza Adeno Cox A Cox B Echo Entero
Mumps

HSV
Rota A 合計

A（H３） B １ ２ ３ ４ ４０/４１ ４ ３ ４ ９ １３ ３０ ７１ １

インフルエンザ疾患 咽頭 １５０ ２３９ １ １ ３９１

上部呼吸器系疾 患 咽頭 ４ ６ ２７ １ １ ３９

糞便 １ １

下部呼吸器系疾患 咽頭 ３ １ １ １１ １６

上・下部呼吸器系疾患 咽頭 １ １ １ ３ ６

乳 児 嘔 吐 下 痢 症 糞便 ２ ３２ ３４

流行性嘔吐下痢 症 糞便 ４ ４

そ の 他 の 胃 腸 炎 糞便 ３ １０ １３

無 菌 性 髄 膜 炎 咽頭 ３ １ ４

髄液 １ ４６ １ ２１ ６９

糞便 １ １

手 足 口 病 咽頭 ２４ ２４

ヘ ル パ ン ギ ー ナ 咽頭 １４ １４

眼 疾 患 結膜 ２５ ２５

糞便 １ １

口 内 炎 咽頭 ７ ７

発 熱 咽頭 １ １ １ ３

髄液 １ １

その他・不詳の疾患 咽頭 １ １

合 計 １５７ ２４７ ２ ４ ６８ １ ５ １４ ３ ２ ４９ １ ２３ ２４ １ ７ ４６ ６５４

表６ 疾患別分離状況
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E９，E３０の動向は定型的流行様式とは異なり，E９と En-

tero７１の流行のピークが一致した６月に高率となった。

疾患別分離状況は，口内炎９件中７株（７７．８％），ヘル

パンギーナ２２件中１４株（６３．６％），手足口病３８件中２４株

（６３．２％），インフルエンザ疾患６８３件中３９１株（５７．３％），

眼疾患６８件中２６株（３８．２％），無菌性髄膜炎２２８件中７４株

（３２．５％），感染性胃腸炎１９９件中５１株（２５．７％），上気道

炎２５５件中４０株（１５．７％），上下気道炎及び，下気道炎２６０

件中２２株（８．５％）の順に高い分離率となった。例年同

様に口内炎，ヘルパンギーナ，手足口病，インフルエン

ザ疾患等の特定のウイルス及び，血清型等に起因する疾

患は高い分離率を示した。動向の監視を目的とした感染

症流行予測調査に於いて実施した急性気道感染症からの

Adenovirus，Coxsackievirus B，Echovirusの分離状況

は，上気道炎では A―３ ２７株，A―４ １株，CoxB―３

１株，上下気道炎及び，下気道炎では A―３ １４株，

A―２ ２株，A―１ １株が分離され，４月以降より A―

３が４１株と高い頻度で分離された。この A―３の分離状

況より，２００４年の冬季に大規模な動向を示す可能性が高

いことを予測させた。しかし，感染症法に基づき実施す

る動向の指標となる咽頭結膜熱は，僅かに５株で動向を

正確に把握するのは困難であることが示唆された。A―

３の病態別分離状況は，上気道炎が２７株６５．９％を占め，

Adeno感染は下気道には及ぶことは稀とされる下気道感

染が１４株３４．２％に確認され，重症化傾向が強いことが示

唆された。

また，この下気道感染は，A―１（１株），A―２（２株）

にも確認された。

Echovirusの分離状況は，E９は，４月の侵淫以降よ

り E９としては稀な無菌性髄膜炎４６株を主流とした動向

を示し，髄膜脳炎１株が確認されたが，E３０の侵淫と共

に終息した。今季流行は，急性気道炎からの分離は確認

されず急性気道炎から高率に分離される大規模流行時の

流行像とは相違した。全国規模で動向を示す Echovirus

の中では感染力の強い E３０は，E９と同様に急性気道炎

からの分離は確認されず７月の侵淫以降より無菌性髄膜

炎２３株を主流とした動向を示し１０月に散発流行で終息し

た。この E３０の前季流行は，冬季も急性気道炎を主流と

した動向を示し，ウイルスの活性化と共に夏季に大規模

な動向を示した流行像４）とは異なり２００４年に大規模な動

向を示す可能性は少ないことが推察された。

２００３年の分離ウイルス中で最も多く占めるのは，Influ-

enzavirus B ２４７株（３７．８％），Influenzavirus A（H３）

１５７株（２４．０％），A―３ ６８株（１０．４％），E９ ４９株

（７．５％），Rota A ４６株（７．０％），Entero７１ ２４株

（３．７％），E３０ ２３株（３．５％），Cox A―４ １４株（２．１％），

HSV―１ ７株（１．２％），A―４０/４１ ５株（０．８％），A―２

４株（０．６％），Cox B３ ３株（０．５％），A―４，Cox B

４各々２株（０．３％），A―４，E１３，Mumps各々１株（０．２％）

の順に多く分離された。県下の主要ウイルスの動向を病

原微生物検出情報５）ウイルス集計より比較すると２００３年

は，Influenzavirus A（H３），Bは，A（H３）は１月，

Bは２月を流行のピークとしており県下の流行状況と一

致した。Echovirusでは，E６が７月から９月を流行の

ピークとして４９３例分離され，E３０は６月から７月をピ

ークとして４９１例の順に多く分離されたが，例年に比べ

分離数は少なく全国的にも大規模な動向は確認されなか

った。県下の E３０の動向は，ほぼ一致したが侵淫時期に

相違が確認された。また，E９は，全国では１２８例分離

されており，県下の分離例４６例（４９株）が全国の分離例

の３５．９％を占める県下に限局した流行であることが確認

され，Echovirus特有の地域特異性が顕著に現れる流行

様式の多様性６）が示唆された。他の Enterovirusでは，

手足口病では Entero７１，ヘルパンギーナでは Cox A―４

を起因ウイルスとしており，本県の流行に一致した。

最後に，香川県に於ける主要ウイルス感染症は，例年，

全国の動向とほぼ一致した傾向を示し推移する。しかし，

本年も Echovirusの地域特異性流行が確認され，脳への

侵襲が１例確認された。ウイルス感染症の発生は，毎年

の様に確認されるが，その動向は，自然環境の変化及び，

社会的要因，感受性側の要因等にも影響を受け複雑な流

行様式を呈する。今後もウイルス感染症に対する監視体

制を強化し，流行初期・中期・後期に於ける起因ウイル

スの分離，各流行年に併せた各地域に於ける抗原分析，

抗体調査等の疫学解析により動向を最小限に制圧する必

要性が示唆された。

� まとめ

香川県感染症発生動向調査事業及び，感染症流行予測

調査に於けるウイルス検索材料２０９９件より総数６５４株の

ウイルスが分離され，年間分離率は３１．２％であった。主
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要ウイルス感染症の動向は次のとおりであった。

１．Influenzavirusは，B ２４７株，A（H３） １５７株 が

分離され，全国とほぼ一致した動向を示し推移した。

２．Adenovirus３は，急性気道感染症から４月以降より

継続的に４１株分離され，２００４年冬季の大規模な動向を

予測させた。また，重症例の下気道感染が１４株と高頻

度に確認された。

３．Echovirusは，E９が４月の侵淫以降より７月まで

４９株分離され，E９としては稀な無菌性髄膜炎を主流

とした動向を示し，この流行期間中に重篤例の髄膜脳

炎が１例確認された。今季 E９の流行は，県域に限局

した流行であることが確認された。感染力の強い E３０

は，７月の侵淫以降より無菌性髄膜炎を主流とした流

行を示し，１１月に散発で終息した。今季 Echovirusの

動向は，地域特異性が顕著に現れる流行様式の多様性

が示唆された。

４．その他の Enterovirusの動向は，手足口病は Enter

７１，ヘルパンギーナは CoxA４を起因ウイルスとして

おり全国の動向に一致し推移した。
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